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市
議
会
は
、
平
成
１７
年
6
月
定
例
会
を
6

月
6
日
か
ら
３０
日
ま
で
の
２５
日
間
の
会
期
で

開
催
し
ま
し
た
。
本
定
例
会
で
は
、
市
長
提

出
の
平
成
１７
年
度
各
会
計
予
算
な
ど
３２
議
案

を
慎
重
に
審
議
し
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
し
ま

し
た
。
ま
た
、
議
会
推
薦
の
農
業
委
員
会
委

員
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
議
員
発
議
に
よ

る
「（
仮
称
）総
合
福
祉
会
館
関
連
予
算
に
つ

い
て
の
決
議
」
、「
地
方
六
団
体
改
革
案
の
早

期
実
現
に
関
す
る
意
見
書
」
な
ど
４
件
も
可

決
し
ま
し
た
。�

　
な
お
、
一
般
質
問
は
、
6
月
２２
日
・
２３
日
・

２４
日
・
２７
日
の
4
日
間
に
わ
た
り
１８
名
の
議

員
が
行
い
、
市
政
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら
市

長
・
教
育
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。�

�

●一般会計予算（説明・討論） �

●（仮称）総合福祉会館関連予算�

　についての決議（説明・討論）�

●総合計画審議会条例、臨時行財政改革�

　推進会議条例、名誉市民条例等 �

●特別・企業会計予算（説明・討論）�

●一般質問（１８人）、意見書 �

●審議結果一覧表、9月定例会の予定 �
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新
市
の
速
や
か
で
一
体
的
な
�

　
　
　
　
　
　
　
　
発
展
と
融
和
を
推
進
�

�

討
 
論
�

�　
市
当
局
説
明
要
旨

　
予
算
総
額
は
５
３
２
億
８
、
２

０
０
万
円
で
、
旧
５
市
町
村
の
16

年
度
当
初
予
算
総
額
に
比
べ
35
億

３
千
万
円
、
６
・
２
％
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
16
年
度
は

特
殊
要
因
と
し
て
減
税
補
て
ん
債

の
借
り
か
え
分
と
し
て
約
28
億
円

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
を
控
除
し
た
通
常
ベ
ー
ス
で
�

は
、
総
額
で
７
億
７
０
０
万
円
、
�

１
・
３
％
の
減
少
と
な
り
ま
す
。
�

　
合
併
と
い
う
特
殊
事
情
に
加
え
、

三
位
一
体
の
改
革
や
経
済
社
会
状

況
等
に
よ
り
歳
入
が
伸
び
悩
む
中
、

厳
し
い
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
�

が
、
①
新
市
の
速
や
か
で
一
体
的

な
発
展
と
市
民
の
融
和
に
必
要
な

事
業
、
②
市
民
生
活
に
密
着
し
た

事
業
や
市
民
の
安
全
を
守
る
た
め

の
事
業
、
③
将
来
の
発
展
に
必
要

な
基
盤
整
備
事
業
等
に
つ
い
て
、

可
能
な
限
り
予
算
化
し
ま
し
た
。
�

　
歳
入
の
主
な
状
況
は
、
そ
の
４

割
以
上
を
占
め
る
市
税
は
約
２
・

９
％
増
の
２
３
８
億
６
、
９
７
８

万
円
、
地
方
交
付
税
は
ほ
ぼ
16
年

度
並
み
の
54
億
円
、
市
債
は
後
年

度
負
担
に
配
慮
し
慎
重
に
対
応
し

た
結
果
、
16
・
９
％
減
の
47
億
４
、

０
５
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
�

　
歳
出
で
は
、
①
総
務
費
―
臨
時

行
財
政
改
革
推
進
会
議
の
設
置
、

天
平
の
ま
ち
へ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

タ
ジ
オ
設
置
等
、
②
民
生
費
―
き

め
細
や
か
な
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
展
開
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
運
営
等
、
③
衛
生
費
―
南
部
地

区
へ
の
救
急
医
療
機
関
設
置
の
検
�

討
、
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
向

け
た
具
体
的
検
討
等
、
④
農
林
水

産
業
費
―
生
産
調
整
対
策
、
水
産

業
の
振
興
策
等
、
⑤
商
工
費
―
新

た
な
企
業
誘
致
や
観
光
振
興
ビ
ジ
�

ョ
ン
の
策
定
等
、
⑥
土
木
費
―
（
仮

称
）
大
藤
下
神
増
線
の
着
手
、
浜

松
小
笠
山
線
の
概
略
設
計
、
海
岸

通
線
・
堀
之
内
駒
場
線
・
下
本
郷

赤
池
線
・
上
神
増
三
家
線
等
の
幹

線
道
路
改
良
、
遠
州
豊
田
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
周
辺
土
地
区
画
整
理

事
業
や
磐
田
駅
前
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
へ
の
支
援
等
、
⑦
教
育

費
―
小
学
校
体
育
館
耐
震
補
強
の

実
施
設
計
、
学
校
自
慢
づ
く
り
事

業
等
を
推
進
し
ま
す
。
�

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
�

　
賛
成
３０
（
公
・
無
）
、
反
対
3
（
共
）

に
よ
り
可
決
。
�

負
担
増
を
招
く
増
税
路
線
�

市
民
サ
ー
ビ
ス
後
退
の
予
算
�

�反
対
（
共
産
）
国
の
法
律
改
正

に
伴
う
市
税
条
例
の
改
正
に
よ
り
、

配
偶
者
特
別
控
除
の
一
部
が
廃
止

さ
れ
個
人
市
民
税
の
負
担
が
増
加

し
て
い
る
。
こ
れ
は
国
保
税
や
介

護
保
険
の
負
担
増
に
も
つ
な
が
る

も
の
で
、
市
民
生
活
に
大
打
撃
を

与
え
る
。
国
の
増
税
路
線
に
批
判

す
る
姿
勢
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
�

　
生
活
道
路
改
良
工
事
費
は
約
３

億
円
で
あ
り
、
旧
５
市
町
村
の
要

望
と
比
較
し
明
ら
か
に
縮
小
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
一
部
町
村
に
お

い
て
一
般
財
源
で
支
給
し
て
い
た

介
護
手
当
が
廃
止
さ
れ
、
国
の
制

度
で
あ
る
家
族
介
護
慰
労
金

の
み
と
な
っ
た
こ
と
、
長
寿

祝
い
金
対
象
者
の
縮
小
も
あ
り
、

こ
れ
ら
は
サ
ー
ビ
ス
の
大
幅

な
後
退
で
あ
る
。
�

　
さ
ら
に
、
民
間
委
託
の
推

進
等
を
図
る
行
革
は
公
的
責
任
を

後
退
さ
せ
る
も
の
で
賛
成
で
き
な
い
。
�

　
木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
工
事
へ

の
上
乗
せ
助
成
な
ど
評
価
す
べ
き

点
は
あ
る
が
、
予
算
全
体
を
見
た

場
合
、
問
題
点
が
多
く
本
予
算
案

に
反
対
す
る
。
�

堅
実
予
算
を
評
価
�

的
確
な
予
算
執
行
を
期
待
�

�賛
成
（
無
所
属
）
17
年
度
予
算

案
は
、
16
年
度
の
旧
５
市
町
村
予

算
総
額
と
比
較
し
実
質
１
・
３
％

減
の
堅
実
予
算
で
あ
る
。
�

　
配
偶
者
特
別
控
除
上
乗
せ
分
の

廃
止
等
は
、
国
の
税
制
に
お
け
る

施
策
と
し
て
決
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
介
護
手
当
は
、
要
介
護
者

を
社
会
全
体
で
支
え
る
介
護
保
険

制
度
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、

手
当
金
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
移

行
さ
れ
た
も
の
で
、
紙
お
む
つ
購

入
費
助
成
等
に
手
当
金
を
上
回
る

予
算
措
置
が
さ
れ
て
お
り
理
解
す
�

る
。
長
寿
祝
い
金
は
節
目
の
年
齢

支
給
に
統
一
さ
れ
た
が
、
減
額
分

は
移
送
費
助
成
等
の
高
齢
者
福
祉
�

サ
ー
ビ
ス
に
増
額

さ
れ
て
い
る
。
�

　
生
活
道
路
整
備

は
事
業
の
必
要
性
、

優
先
順
位
に
配
慮

す
る
中
で
適
時
適

切
な
対
応
を
お
願
い
す
る
。
足
腰

の
強
い
自
治
体
を
確
立
す
る
た
め
、

行
革
に
は
継
続
し
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
、
安
全
・
安
心
・
暮
ら

し
や
す
い
新
市
を
築
く
た
め
、
的

確
な
予
算
執
行
を
期
待
し
本
予
算

案
に
賛
成
す
る
。
�
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（
仮
称
）
総
合
福
祉
会
館
関
連
予
算
�

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
の
決
議
を
可
決
�

討
 
論
�

各
階
層
の
十
分
な
議
論
の
上
�

　
　
　
　
　
 
予
算
執
行
を
�

賛
成
（
無
所
属
）
周
辺
部
か
ら

選
出
さ
れ
た
議
員
の
立
場
か
ら
は
、

何
の
説
明
も
な
い
ま
ま
い
き
な
り

上
程
さ
れ
、
驚
き
の
念
を
隠
せ
な
�

い
。
施
政
方
針
等
に
も
具
体
的
計

画
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
建
設
の

必
要
性
は
強
く
感
じ
る
が
、
も
う

少
し
各
階
層
で
の
議
論
を
重
ね
た

上
で
予
算
執
行
す
べ
き
で
あ
る
。
�

　
旧
磐
田
市
議
会
で
も
こ
の
２
年

間
は
具
体
的
に
検
討
さ
れ
て
お
ら
�

ず
、
旧
市
立
病
院
跡
地
利
用
図
も

初
め
て
示
さ
れ
た
と
聞
く
。
新
市

の
誕
生
に
よ
り
福
祉
拠
点
と
し
て

の
需
要
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

位
置
・
規
模
等
に
つ
い
て
再
度
多

く
の
市
民
か
ら
意
見
を
聞
く
機
会

を
設
け
、
17
万
市
民
の
声
を
集
約
�

し
、
支
所
担
当
者
等
を
含
め
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
の
検
討
を
望
む
。
�

　
以
上
に
よ
り
、
多
少
時
間
は
か

か
る
か
も
知
れ
な
い
が
多
く
の
人

の
十
分
な
議
論
を
重
ね
た
上
で
予

算
執
行
す
べ
き
で
あ
る
。
�

　
本
決
議
案
に
賛
成
す
る
。
�

�

�

　
議
案
第
47
号
平
成
17
年
度
磐
田

市
一
般
会
計
予
算
に
関
連
す
る
、
�

（
仮
称
）
総
合
福
祉
会
館
関
連
予

算
に
つ
い
て
、
９
人
の
議
員
か
ら

決
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
決
議
案
提
出
者
説
明
要
旨

　
こ
の
計
画
は
旧
磐
田
市
で
検
討

さ
れ
て
き
た
が
、
基
本
構
想
等
に

つ
い
て
報
告
が
な
く
、
旧
市
議
会

で
共
通
認
識
が
あ
っ
た
と
は
い
え

な
い
。
そ
の
上
、
旧
町
村
の
皆
さ

ん
に
も
十
分
な
理
解
を
得
て
い
る

と
考
え
ら
れ
な
い
。
新
市
ま
ち
づ

く
り
計
画
に
あ
る
主
要
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
も
慎
重
な
検
討
と
十
分
な

議
論
を
行
い
、
次
の
世
代
に
も
評

価
さ
れ
る
も
の
を
つ
く
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
で
決
議
を
提
案
し
た
。
�

　
当
局
に
対
し
、
①
建
設
規
模
や

財
源
措
置
な
ど
再
度
検
討
の
上
明

確
に
し
、
市
民
の
十
分
な
理
解
の

醸
成
に
努
め
る
こ
と
、
②
建
設
予

定
地
は
現
予
定
地
を
含
め
再
度
検

討
す
る
こ
と
、
③
検
討
内
容
の
報

告
な
ど
議
会
と
の
信
頼
関
係
を
維

持
し
た
上
で
計
画
を
推
進
す
る
こ

と
の
３
点
を
強
く
要
請
す
る
。
�

　
な
お
、
当
施
設
の
必
要
性
は
十

二
分
に
理
解
し
て
お
り
、
決
し
て

否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
�

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
�

　
賛
成
２５（
無
）、反
対
8（
共
・
公
・

無
）に
よ
り
可
決
。
�

建
設
へ
の
期
待
を
思
う
と
�

　
　
　
　
 
賛
成
で
き
な
い
�

反
対
（
公
明
）
前
文
並
び
に
具

体
的
項
目
１
及
び
３
は
提
案
者
の

説
明
に
十
分
納
得
で
き
る
が
、「
再

度
検
討
」と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
形
で
の
検
討
を
指
す
の
か
明
確

で
な
い
こ
と
が
気
に
か
か
る
。
基

本
構
想
を
根
本
的
に
見
直
す
と
な

れ
ば
今
ま
で
の
経
過
か
ら
考
え
て

か
な
り
時
間
が
か
か
る
も
の
で
あ
り
、

い
た
ず
ら
に
長
期
に
わ
た
る
議
論

は
い
か
が
か
と
危
惧
す
る
。
�

　
２
項
目
め
に
つ
い
て
も
、
基
本

構
想
が
合
併
前
の
も
の
で
あ
り
、

見
直
し
の
必
要
が
あ
る
と
い
っ
て

建
設
予
定
地
の
再
議
論
ま
で
戻
す

こ
と
を
、
総
合
福
祉
会
館
建
設
の

た
め
長
期
間
か
か
わ
っ
て
き
た
多

く
の
市
民
に
理
解
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
る
の
か
。
�

　
今
ま
で
建
設
の
議
論
に
か
か
わ
�

っ
て
き
た
多
く
の
市
民
の
御
苦
労

と
余
り
に
長
か
っ
た
総
合
福
祉
会

館
建
設
へ
の
期
待
を
思
う
と
、
こ
�

の
発
議
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
�

　
本
決
議
案
に
反
対
す
る
。
�

踏
み
出
し
た
計
画
に
�

　
　
　
足
か
せ
を
し
な
い
で
�

�反
対
（
無
所
属
）
発
議
者
は
、

必
要
性
は
認
め
る
、
否
定
す
る
も

の
で
は
な
い
と
繰
り
返
さ
れ
た
が
、

こ
の
決
議
に
よ
っ
て
市
が
せ
っ
か

く
踏
み
出
し
た
こ
の
計
画
に
足
か

せ
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
�

　
十
分
な
検
討
が
さ
れ
な
か
っ
た
�

�　
今
磐
田
市
議
会
6
月
定
例
会
に
お
い
て
、
基
本
設
計
委
託
料
を
含
め
た（
仮
称
）

総
合
福
祉
会
館
建
設
に
向
け
て
の
関
連
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
�

　
こ
の
計
画
は
、
昭
和
６３
年
3
月
議
会
で
採
択
さ
れ
た（
仮
称
）老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
建
設
の
請
願
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
市
民
を
含
め
た
各
界
各
層

に
お
い
て
議
論
が
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
�

　
そ
の
中
で
旧
磐
田
市
議
会
に
お
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
は
認
め
る
が
、
建
設
時

期
及
び
財
源
、
そ
し
て
会
館
が
必
要
と
す
る
機
能
等
に
お
い
て
、
今
日
ま
で
共
通

認
識
が
あ
っ
た
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
併
せ
て
、
こ
の
数
年
間
は
市
町
村
合
併
の

議
論
が
議
会
で
も
中
心
と
な
り
、
平
成
１５
年
3
月
ま
で
に
市
民
５０
人
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
基
本
構
想
や
検
討
経
緯
に
つ
い
て
も
公
表
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
�

　
そ
れ
ら
に
よ
り
、
建
設
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
認
識
し
つ
つ
も
、
合
併
の
進
捗

を
見
据
え
て
か
ら
、
具
体
的
な
実
現
に
向
か
う
と
い
う
こ
と
が
全
体
的
な
意
向
で

あ
っ
た
と
考
え
る
。
市
民
に
親
し
ま
れ
利
用
し
や
す
い
、
将
来
、
あ
っ
て
よ
か
っ

た
と
言
わ
れ
る
会
館
と
す
る
た
め
に
は
、
も
う
少
し
慎
重
な
検
討
の
た
め
の
期
間

と
共
通
の
認
識
が
必
要
と
考
え
る
。
�

　
よ
っ
て
、
市
当
局
に
お
か
れ
て
は
、
関
連
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
下
記
の

内
容
に
十
分
留
意
す
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。
�

記
�

一
　
提
示
さ
れ
た
基
本
構
想
は
合
併
前
の
も
の
で
あ
る
た
め
、合
併
後
の
福
祉
の

拠
点
と
な
る
よ
う
な
セ
ン
タ
ー
機
能
、建
設
規
模
、財
源
措
置
な
ど
に
つ
い
て
、再

度
検
討
の
上
明
確
に
し
、市
民
の
十
分
な
る
理
解
の
醸
成
に
努
め
る
こ
と
。�

一
　
建
設
予
定
地
は
、旧
市
立
総
合
病
院
跡
地
の
全
体
の
活
用
及
び
磐
田
市
に
お

け
る
公
共
施
設
の
配
置
を
踏
ま
え
、現
予
定
地
を
含
め
て
再
度
検
討
す
る
こ
と
。�

一
　
総
合
福
祉
会
館
の
必
要
性
及
び
旧
市
立
総
合
病
院
跡
地
の
重
要
性
に
か
ん
が

み
、
検
討
内
容
の
報
告
や
議
会
の
意
見
の
反
映
な
ど
、
議
会
と
の
信
頼
関
係
を

維
持
し
た
上
で
計
画
を
推
進
す
る
こ
と
。
�

　
以
上
、
決
議
す
る
。
�
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｜
名
誉
市
民
条
例
等
可
決
｜
�

臨
時
行
財
政
改
革
�

　
　
推
進
会
議
条
例
を
制
定
�

�　
本
案
は
、
市
町
村
合
併
後
の
行

財
政
改
革
を
速
や
か
に
推
進
し
、

簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
を
確
立

す
る
た
め
、
各
界
各
層
の
方
々
か

ら
意
見
等
を
伺
う
機
関
と
し
て
設

置
す
る
臨
時
行
財
政
改
革
推
進
会

議
の
組
織
等
に
つ
い
て
定
め
る
も

の
で
す
。
�

　
推
進
会
議
は
20
人
以
内
で
組
織
�

し
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
�

い
行
政
シ
ス
テ
ム
確
立
の
た
め
、
�

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
集
中
的
に
討
議
願
い
、
外

部
の
視
点
か
ら
答
申
を
い
た
だ
く

も
の
で
す
。
�

　
本
市
の
行
財
政
改
革
の
指
針
と

な
る
大
綱
は
、
そ
の
推
進
期
間
を

５
年
間
と
し
、
本
年
11
月
を
め
ど

に
策
定
し
、
公
表
し
て
い
く
も
の
�

で
、
庁
内
に
設
置
す
る
行
財
政
改

革
推
進
本
部
と
推
進
会
議
が
両
輪

と
な
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。
�

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
�

　
賛
成
３０（
公
・
無
）、反
対
3（
共
）

に
よ
り
可
決
。
�

�

と
提
案
説
明
で
言
っ
て
い
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
等
の
立
場
か
ら

の
必
要
な
機
能
や
施
設
の
意
見
を

出
し
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

報
告
書
と
し
て
当
局
に
提
出
し
て

い
る
。
こ
れ
を
も
と
に
市
で
基
本

構
想
を
つ
く
っ
た
の
で
、
検
討
不

十
分
と
い
う
点
は
当
た
っ
て
い
な
�

い
。
ま
た
、
議
会
へ
の
報
告
が
な
�

か
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
多
く

の
議
員
が
一
般
質
問
等
し
て
き
た

こ
と
で
詳
細
は
十
分
話
さ
れ
て
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
�

　
磐
田
市
の
地
域
福
祉
の
拠
点
と
�

し
て
、
総
合
福
祉
会
館
は
必
要
だ
�

か
ら
こ
そ
時
期
を
お
く
ら
せ
ず
、

計
画
ど
お
り
執
行
し
て
ほ
し
い
。
�

　
本
決
議
案
に
反
対
す
る
。
�

�

30

全
体
的
な
再
検
討
は
�

　
後
退
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
�

反
対
（
共
産
）
（
仮
称
）
総
合

福
祉
会
館
建
設
は
、
長
い
間
住
民

の
皆
さ
ん
が
待
ち
望
み
、
一
定
の

合
意
形
成
が
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

旧
病
院
跡
地
へ
の
建
設
は
旧
磐
田

市
総
合
計
画
や
新
市
ま
ち
づ
く
り

計
画
に
も
盛
り
込
ま
れ
、
住
民
の

期
待
も
大
き
い
。
ま
た
、
こ
の
施

設
建
設
に
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
願
い

が
込
め
ら
れ
た
請
願
が
出
さ
れ
、

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
長
い
間
放
置
さ
れ
続
け
た

こ
と
を
重
く
受
け
と
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
障
害
者
団
体
な
ど
も

福
祉
の
拠
点
施
設
建
設
を
求
め
る

要
望
を
出
し
、
当
施
設
の
早
期
実

現
を
求
め
て
い
る
。
�

　
ま
た
、
庁
舎
の
空
白
ス
ペ
ー
ス

は
機
能
的
に
見
て
高
齢
者
等
の
施

設
と
し
て
は
適
当
で
な
い
。
決
議

案
は
（
仮
称
）
総
合
福
祉
会
館
に

つ
い
て
全
体
的
に
再
検
討
す
る
な
�

ど
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
か
ら
見
て
、

後
退
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
�

　
本
決
議
案
に
反
対
す
る
。
�

名
誉
市
民
条
例
、
表
彰
条
例
�

市
民
賞
に
関
す
る
条
例
を
制
定
�

�　
名
誉
市
民
条
例
は
、
磐
田
市
民

ま
た
は
本
市
と
縁
故
の
深
い
方
で
、

磐
田
市
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
、

市
民
が
郷
土
の
誇
り
と
す
る
方
を

顕
彰
す
る
目
的
で
制
定
す
る
も
の

で
す
。
�

　
表
彰
条
例
は
、
市
政
の
進
展
、

芸
術
文
化
の
振
興
、
産
業
の
開
発

振
興
、
社
会
福
祉
、
保
健
衛
生
等

の
分
野
に
貢
献
し
た
方
を
顕
彰
す

る
目
的
で
制
定
す
る
も
の
で
、
表

彰
は
毎
年
４
月
１
日
に
行
い
ま
す
。
�

　
市
民
賞
に
関
す
る
条
例
は
、
過

去
１
年
間
に
お
い
て
市
の
名
誉
を

高
め
、
市
勢
の
進
展
に
尽
く
し
た

功
績
が
顕
著
な
市
民
や
団
体
に
授

与
す
る
目
的
で
制
定
す
る
も
の
で
、

教
育
、
学
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
社
会

福
祉
、
保
健
衛
生
、
防
災
、
社
会

奉
仕
活
動
等
の
幅
広
い
分
野
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。
授
与
は
毎
年

４
月
１
日
で
す
。
�

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
�

　
3
条
例
と
も
に
、
全
会
一
致
に

よ
り
可
決
�

総
合
計
画
審
議
会
条
例
を
制
定
�

　
公
募
含
め
　
人
以
内
で
組
織
�

�　
本
案
は
、
新
市
の
長
期
的
な
行

政
運
営
の
基
本
指
針
と
な
る
総
合

計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
必

要
な
事
項
に
つ
い
て
調
査
・
審
議

す
る
機
関
と
し
て
設
置
す
る
磐
田

市
総
合
計
画
審
議
会
の
所
掌
事
務

や
組
織
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の

で
す
。
�

　
審
議
会
は
、
公
募
に
よ
る
委
員

を
含
め
30
人
以
内
で
組
織
し
、
市

長
の
諮
問
に
応
じ
、
総
合
計
画
の

基
本
構
想
や
基
本
計
画
の
骨
子
案

の
審
議
を
行
い
ま
す
。
�

　
総
合
計
画
は
、
平
成
19
年
度
を

初
年
度
と
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
の
整
合

を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
新
た
な
�

ニ
ー
ズ
や
課
題
を
踏
ま
え
た
も
の

と
し
て
策
定
し
て
い
く
予
定
で
す
。
�

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
�

　
全
会
一
致
に
よ
り
可
決
。
�

新
市
全
体
を
見
回
し
て
の
�

　
　
　
　
結
論
づ
け
が
必
要
�

賛
成
（
無
所
属
）
今
回
の
こ
の

件
の
予
算
計
上
は
少
々
荒
っ
ぽ
い

手
法
の
感
が
す
る
。
�

　
機
能
の
方
向
性
は
、
十
分
定
ま
�

っ
て
お
ら
ず
、
20
億
円
の
事
業
費

は
概
算
と
い
え
ど
も
余
り
に
大
き

い
感
じ
が
す
る
。
�

　
市
民
の
中
に
、
本
当
に
合
併
初

年
度
に
こ
の
事
業
を
優
先
し
て
行

う
べ
き
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
ど
れ
だ

け
あ
る
だ
ろ
う
か
。
も
う
一
度
立

ち
ど
ま
り
、
か
つ
て
の
50
人
の
ワ
�

ー
キ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
等
に
も
状
況

を
説
明
し
、
よ
く
話
を
聞
い
て
み

る
こ
と
も
必
要
か
と
思
う
。
さ
ら
�

に
、
幅
広
く
市
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
り
確
認
し
て
も
い
い
と
思
う
。
�

　
議
会
の
み
な
ら
ず
、
幅
広
く
新

市
市
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
も
�

っ
と
丁
寧
さ
が
欲
し
い
。
も
う
少

し
時
間
を
か
け
、
議
論
を
深
め
る

必
要
が
あ
る
。
も
う
一
度
新
市
全

体
を
見
回
し
た
中
で
の
結
論
づ
け
�

が
、
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
�

　
本
決
議
案
に
賛
成
す
る
。
�

�
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国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
�

討
 
論
�

　
市
当
局
説
明
要
旨

　
被
保
険
者
の
増
加
や
介
護
納
付

金
の
増
額
、
制
度
改
正
に
よ
る
県

調
整
交
付
金
の
導
入
等
の
影
響
を

見
込
ん
だ
、
予
算
総
額
１
３
４
億
�

４
、
０
６
０
万
７
千
円
を
計
上
し

ま
し
た
。
被
保
険
者
世
帯
数
は
２

万
９
、
９
０
０
世
帯
、
被
保
険
者

数
は
６
万
１
千
人
を
見
込
み
、
疾

病
予
防
、
健
康
保
持
及
び
増
進
の

た
め
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業
等
の

保
健
事
業
推
進
を
図
り
ま
す
。
�

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
�

　
賛
成
３０（
公
・
無
）、反
対
3（
共
）

に
よ
り
可
決
。
�

�

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
�

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
�

国
保
税
減
免
制
度
を
�

　
　
　
　
　
　
充
実
す
べ
き
�

�反
対
（
共
産
）
国
民
健
康
保
険

加
入
者
は
低
所
得
者
が
多
く
、
財

政
基
盤
は
脆
弱
で
あ
る
。
国
は
、

昭
和
59
年
に
国
庫
負
担
率
を
削
減
�

し
、
そ
の
後
も
国
庫
支
出
金
を
減

ら
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
国
保
税

は
値
上
げ
さ
れ
滞
納
者
が
ふ
え
た
。

滞
納
者
に
短
期
被
保
険
者
証
や
資

格
証
明
書
交
付
は
問
題
で
あ
る
。

税
の
減
免
制
度
充
実
の
ほ
か
、
予

防
重
視
、
医
療
費
抑
制
の
努
力
も

必
要
で
あ
る
。
人
間
ド
ッ
ク
予
算

は
応
募
人
数
が
多
く
抽
選
と
し
た

が
全
員
が
受
診
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
だ
。
最
後
に
、
応
能
割
を
ふ

や
し
、
応
益
割
を
減
ら
す
こ
と
を

提
案
し
反
対
す
る
。
�

人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
�

　
　
　
　
　
の
充
実
を
要
望
�

�賛
成
（
公
明
）
国
民
健
康
保
険

は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
医
療

費
の
増
額
な
ど
制
度
の
抱
え
る
構

造
的
要
因
に
よ
り
財
政
的
に
厳
し
�

い
。
国
保
制
度
は
、
被
保
険
者
の

相
互
扶
助
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
負
担
の
公
平
を
確
保
し
、

必
要
に
応
じ
て
短
期
被
保
険
者
証

を
発
行
し
納
付
指
導
を
行
う
こ
と

も
必
要
で
、
資
格
証
明
書
交
付
も
、

画
一
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
は

な
く
、
当
局
の
努
力
を
感
じ
る
。

疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の

た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
や
脳
ド
ッ
ク

健
診
の
充
実
、
更
な
る
収
納
率
向

上
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
要

望
し
賛
成
す
る
。
�

　
市
当
局
説
明
要
旨

　
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
は
、

事
業
の
推
進
と
円
滑
な
運
営
に
努

め
て
い
く
た
め
、
17
年
度
か
ら
19

年
度
ま
で
の
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
予
算
総
額
79
億
３
２

６
万
８
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

予
算
編
成
に
当
た
り
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
人
口
を
３
万
２
、
０
４

８
人
、
高
齢
化
率
は
18
・
４
％
と

見
込
み
ま
し
た
。
17
年
４
月
１
日

現
在
、
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
て

い
る
方
は
３
、
９
０
１
人
で
す
。
�

　
主
な
事
業
内
容
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
へ
入
所
・

入
院
す
る
方
へ
の
給
付
１
、
０
４

６
人
分
を
見
込
ん
だ
施
設
介
護
サ
�

ー
ビ
ス
給
付
費
を
は
じ
め
、
入
浴

用
い
す
等
介
護
福
祉
用
具
購
入
３

６
０
件
の
利
用
を
見
込
ん
だ
居
宅

介
護
福
祉
用
具
購
入
費
、
手
す
り

取
り
付
け
、
床
や
階
段
の
改
修
等

３
０
０
件
の
利
用
を
見
込
ん
だ
居

宅
介
護
住
宅
改
修
費
等
で
す
。
�

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
�

　
全
会
一
致
に
よ
り
可
決
。
�

　
市
当
局
説
明
要
旨

　
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、

旧
磐
田
市
・
福
田
町
・
竜
洋
町
・

豊
田
町
の
各
地
域
を
区
域
と
し
た

天
竜
川
左
岸
流
域
関
連
公
共
下
水

道
事
業
と
し
て
２
、
６
１
８
ha
、

旧
豊
岡
村
地
域
で
は
公
共
下
水
道

事
業
と
し
て
１
９
９
ha
の
整
備
を

進
め
る
も
の
で
、
予
算
総
額
81
億

79
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
�

　
今
年
度
は
、
国
庫
補
助
事
業
及

び
起
債
対
象
市
単
独
事
業
と
し
て

約
74
ha
の
面
整
備
を
予
定
し
て
お

り
、
西
貝
塚
、
安
久
路
、
下
太
、

豊
浜
中
野
、
堀
之
内
、
富
丘
、
立

野
地
区
等
で
総
延
長
約
23
km
の
管

渠
築
造
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

旧
福
田
町
地
域
内
中
川
排
水
ポ
ン

プ
場
機
械
電
気
設
備
工
事
、
吐
出

水
路
改
修
及
び
外
構
工
事
を
行
い

ま
す
。
旧
豊
岡
村
地
域
内
で
は
、

国
庫
補
助
事
業
及
び
起
債
対
象
市

単
独
事
業
と
し
て
約
８
ha
の
面
整

備
を
予
定
し
て
お
り
、
上
神
増
、

壱
貫
地
地
区
で
約
３
km
の
管
渠
築

造
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
�

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
�

　
全
会
一
致
に
よ
り
可
決
。
�
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水
道
事
業
会
計
予
算
�

病
院
事
業
会
計
予
算
�

　
市
当
局
説
明
要
旨

　
病
院
事
業
は
、
医
師
会
等
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
良
質

な
医
療
が
効
果
的
に
提
供
で
き
る

よ
う
、
診
療
体
制
の
充
実
と
患
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
�

　
本
年
度
の
業
務
の
予
定
量
は
、

入
院
患
者
数
一
日
平
均
４
５
４
人
、

年
間
16
万
５
、
７
１
０
人
、
外
来

患
者
数
一
日
平
均
１
、
３
８
５
人
、

年
間
33
万
７
、
９
４
０
人
を
予
定

し
ま
す
。
�

　
収
益
的
収
入
額
は
１
０
３
億
７
、

８
１
１
万
８
千
円
、
収
益
的
支
出

額
は
１
１
５
億
６
、
３
８
１
万
９

千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
�

　
ま
た
、
資
本
的
収
入
額
は
９
億

７
、
９
８
２
万
６
千
円
、
資
本
的

支
出
額
は
12
億
８
、
９
０
９
万
９

千
円
と
し
、
不
足
す
る
財
源
３
億

９
２
７
万
３
千
円
は
過
年
度
分
損

益
勘
定
留
保
資
金
等
で
補
て
ん
し

ま
す
。
�

　
本
年
度
は
、
救
急
用
Ｃ
Ｔ
等
エ
�

ッ
ク
ス
線
撮
影
装
置
の
更
新
と
、

そ
れ
に
伴
う
Ｃ
Ｔ
室
の
工
事
や
通

院
治
療
を
要
す
る
が
ん
患
者
の
た

め
の
外
来
化
学
療
法
室
改
造
工
事

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
�

　
医
療
制
度
の
改
革
等
が
進
め
ら
�

れ
、
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま

す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
中
、

効
率
的
な
運
営
に
心
が
け
、
患
者
�

ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
市
民
に
信
頼
さ

れ
る
病
院
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
�

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
�

　
全
会
一
致
に
よ
り
可
決
。
�

国
民
宿
舎
事
業
会
計
予
算
�

　
市
当
局
説
明
要
旨

　
本
年
度
の
業
務
予
定
量
は
、
宿

泊
利
用
者
年
間
１
万
４
、
２
０
０

人
、
休
憩
利
用
者
年
間
１
万
人
を

予
定
し
、
収
益
的
収
入
額
は
１
億

８
、
２
３
１
万
４
千
円
、
収
益
的

支
出
額
は
１
億
７
、
８
２
７
万
４

千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
�

　
今
後
も
引
き
続
き
福
田
漁
港
隣

接
等
の
立
地
条
件
を
生
か
し
、
魅

力
づ
く
り
や
民
間
活
力
導
入
の
検

討
な
ど
経
営
の
効
率
化
を
推
進
し
、

利
用
者
の
満
足
度
の
向
上
や
利
用

者
数
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。
�

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
�

　
全
会
一
致
に
よ
り
可
決
。
�

　
市
当
局
説
明
要
旨
�

　
水
道
事
業
の
経
営
は
、
給
水
量
、

水
道
料
金
収
入
の
伸
び
悩
み
に
加

え
て
老
朽
化
施
設
の
増
加
、
新
規

事
業
等
で
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
に

あ
る
た
め
、
経
費
の
節
減
、
業
務

の
よ
り
一
層
の
効
率
化
に
心
が
け
、

円
滑
な
事
業
運
営
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
�

　
本
年
度
の
業
務
予
定
量
は
、
給

水
戸
数
５
万
５
、
０
６
１
戸
、
年

間
総
給
水
量
１
、
９
３
２
万
２
８

３
３
m
、
一
日
平
均
給
水
量
５
万
２
、

９
３
２
３
m
を
見
込
み
ま
す
。
�

　
収
益
的
収
入
額
は
25
億
５
、
８

４
９
万
７
千
円
、
収
益
的
支
出
額
 
 
 は

25
億
１
、
０
９
６
万
９
千
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
�

　
資
本
的
収
入
額
は
６
億
４
、
０

４
７
万
３
千
円
、
資
本
的
支
出
額

は
15
億
６
、
４
２
３
万
３
千
円
と
し
、

不
足
す
る
財
源
９
億
２
、
３
７
６

万
円
は
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保

資
金
等
で
補
て
ん
す
る
も
の
と
し

ま
す
。
�

　
主
な
事
業
は
、
安
全
で
良
質
な

水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、

水
質
検
査
、
水
道
施
設

の
適
正
な
維
持
管
理
を

行
い
、
老
朽
管
の
布
設

替
工
事
や
主
要
街
路
関

連
工
事
等
に
伴
う
配
水

管
工
事
、
水
源
築
造
工

事
を
は
じ
め
、
新
た
に

国
庫
補
助
対
象
事
業
と

し
て
水
道
未
普
及
地
域

解
消
等
の
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
�

　
ま
た
、
新
市
水
道
事

業
の
基
本
と
な
る
上
水

道
事
業
計
画
の
策
定
に

着
手
し
ま
す
。
�

・
 

・
 

・
 

・
 

・
 

・
 

�

全
会
一
致
に
よ
り
可
決
。
�

��
�

特別会計�

企業会計�

※ １　平成16年度予算額には、旧５市町村の当初予算合計額を記載しています。�
※ ２　その他の特別会計には、公平委員会、土地取得、交通災害共済、農業集落排水、各財産区、�
　　  駐車場の各特別会計の合計額を記載しています。�
�

会 計 名 称 �

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 �

老 人 保 健 会 計 �

介 護 保 険 特 別 会 計 �

公 共 下 水 道 特 別 会 計 �

そ の 他 の 特 別 会 計 ※ ２ �

水 道 事 業 会 計 �

�

�

�

病 院 事 業 会 計 �

�

�

国 民 宿 舎 �

事 業 会 計 �

�

会 計 名 称 �

平成17年度予算額�

134億4,061万円�

128億9,027万円�

79億327万円�

81億79万円�

17億2,646万円�

平成17年度予算額�

25億5,850万円�

25億1,097万円�

6億4,047万円�

15億6,423万円�

103億7,812万円�

115億6,382万円�

9億7,983万円�

12億8,910万円�

1億8,231万円�

1億7,827万円�

－�

－�

16年度予算額※１�

28億4,399万円�

28億5,080万円�

8億7,716万円�

18億743万円�

101億3,600万円�

111億3,240万円�

13億9,911万円�

17億2,621万円�

1億7,807万円�

1億7,382万円�

－�

37万円�

　前年対比�

△2億8,549万円�

△3億3,983万円�

△2億3,669万円�

△2億4,320万円�

2億4,212万円�

4億3,142万円�

△4億1,928万円�

△4億3,711万円�

424万円�

445万円�

－�

△37万円�

16年度予算額※1�

117億9,317万円�

116億4,799万円�

64億4,525万円�

73億4,309万円�

9億3,100万円�

前年対比�

16億4,744万円�

12億4,228万円�

14億5,802万円�

7億5,770万円�

7億9,546万円�

収益�

�

資本�

�

収益�

�

資本�

�

収益�

�

資本�

�

�

収入�

支出�

収入�

支出�

収入�

支出�

収入�

支出�

収入�

支出�

収入�

支出�

�

�


